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3. 研究方法  
3. 1. 対象者と実施日 
 対象者は保育科１年生前期開講「スポーツとエクササイズ」受講生である。2016 年 5
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月 7 日（土）102 名（男子 2 名 女子 100 名）及び 2017 年 6 月 12 日（土）（男子 2 名 女
子 79 名）とした。実習に参加をした学生にアンケートを実施し得られた回答を分析対象
とした。いずれも、保育科に入学して 1~2 か月であり、天候について 2016 年は晴れ時々
曇り、2017 年は晴れのち曇りとしてほぼ同じ条件であったため調査対象とした。 
 
3. 2. 実施場所 
 N 市市内にある H 動植物園にて実施した。この公園は、N 市内の幼稚園、保育所の遠足
地として多くの園に選ばれている。この園は植物園と動物園が併設されており、動物園は、






3. 3. 実習の概要 








































5. 1. 記述の文字数 
まず、得られたデータを 181 名分の自由記述を対象とし、文章の単純集計の結果 605 文
が確認され、総抽出語数（分析対象になっているデータのすべて語で使用する延べ数）は
12847 語、使用した語数（助詞・助動詞を省いた語）は 5250 語、異なり語数は 1135 語で
使用した語数は 915 語であった。感想は、一人当たり 43 文字から 392 文字で記述の量に
ついては差がみられた。自由記述欄の範囲にいっぱい文字を埋めるものと一行で終わるも






5. 2. 記述の頻出語 










 表 1 自由記述で得られた頻出語上位 
 
 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
動物 215 違う 28 目線 16
思う 134 多い 28 野外 16
子ども 126 いろいろ 27 経験 15
見る 118 大変 27 行う 15
歩く 91 活動 24 暑い 15
行く 86 行動 22 少し 15
楽しい 79 初めて 20 場所 15
感じる 71 体力 20 意識 14
自然 71 大切 20 機会 14
植物 62 友達 20 協力 14
普段 62 気 19 人 14
たくさん 56 時間 19 音 13
考える 47 グループ 18 絵 13
疲れる 42 今 18 興味 13
自分 38 実習 18 使う 13
観察 36 連れる 18 目 13
保育 35 運動 17 トイレ 12
課題 31 今回 17 五感 12
久しぶり 31 子 17 描く 12
知る 30 体験 16 面白い 12
保育者養成校における学外授業の効果について（２） 
5. 3. 共起ネットワークによる分析 







得られた結果は図 1 のとおりである。 
 
図 1  自由記述より得られた共起ネットワーク 





















5. 3. 2. 関連語検索「自然」について 














5. 3. 3. 関連語検索「健康・体力」について 







図 3 関連語分析「健康」の共起ネットワーク 
図 2 関連語分析「自然」の共起ネットワーク 
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野田さとみ 2017 年、保育者養成における総合的表現活動の実践（1）－総合的表現活動




























A Study on Effects of the Outdoor Activities Program for College Students 
in the Department of Early Childhood Care and Education (2): 
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